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展覧会情報 : 金沢健一展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2016-4-20 14:43:19 (608 ヒット)

金沢健一展
ーScoresー

2016.4.26(火)―5月8日(日)　2(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

「Scores」と題し、彫刻を楽譜に見立てる。
アルミニウム角パイプの各面に３種類の幅と深さの違うスリットを刻んだ彫刻がある。
その彫刻の造形要素を音や時間に置き換えることで音楽が生まれる。
今回の展覧会では彫刻とその造形に基づいた音楽をギャラリー揺の空間に共存させる。
音楽を制作する浦裕幸は彫刻の展開図を五線譜に見立てる。
音が振動の現象であり周囲の空気を形づくるのであれば、そこには見えないもう一つの彫刻が造形されているのだろうか。
音楽としての彫刻、彫刻としての音楽。(金沢健一)

断片化 (2016)
w350×h450×d50mm
アルミニウム

三橋登美栄のブログ「金沢健一展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 田中真吾展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2016-3-31 18:01:34 (540 ヒット)

田中真吾展
ーひかりをみるー

2016.4.5(火)―17(日)　11(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

私たちにとって火は文明の始原であり、人類の歴史は火を様々に利用することによって紡がれてきました。
時には繁栄を、時には厄災をもたらす火とともに、私たちは進化を続けてきたといっても過言ではありません。
火を使用したことが、人と他の動物をとの違いを決定付けた一つの要因だとすれば、何故、原始の人類は火をコントロールするこ
とを思いついたのでしょうか？
きっと外敵から身を守る手段とは別に、燃え上がる火の姿に魅了された一面があるのではないかと想像してみます。
そして、彼らが魅了されたであろう火の姿は、今も変わらず私たちを魅了し続けています。

私の制作は、その火が持つ様々な魅力を、素材に捉われることなく作品化出来ないか、試行し続けることです。(田中真吾)

タイトル：re:trans #53
作品サイズ：120×170×140
素材：ミクスドメディア
制作年：2016

三橋登美栄のブログ「田中真吾展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 平井秀展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2016-3-3 21:37:26 (612 ヒット)

平井秀展
ー古代を知覚する器ー

2016.3.15(火)―27(日)　21(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

生活の営みが作り出してきた土器や民具、青銅器、祭器 etc。古代の遺物に宿る力強いオーラに影響を受け、自らの制作論で花器
を制作しています。ギャラリー揺さんでは2度目の個展の機会をいただきました。今回も器と花の共演を演出します。(平井秀)

「アンク形花器」h 210×w 340×d 105mm

三橋登美栄のブログ「平井秀展を終えて」もご覧ください。

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 石井 春 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-11-10 21:22:51 (997 ヒット)

石井春展
2015.11.17(火)―29(日)　23(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

..........................................................

今年5月から3ヶ月ポルトガルに滞在して制作したアズレ-ジョの作品を主に発表します。
ビードロの釉薬に魅せられて20年・・・　終の無い世界にはまっています。
秋の庭が美しい『ギャラー揺』どんなコラボレーションになりますか展示が楽しみです。（石井 春）

200x200x8mm アズレ-ジョ4点からなる作品

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 井上唯展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-11-4 9:10:13 (592 ヒット)

井上唯展
yui Inoue
ー夢をみているのかー

2015.11.3(火)―15(日)　9(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

..........................................................

自分の手で素材と向き合いながらモノをつくっていくのだけれど、
めざしているのは自然の摂理や時間がつくったような在るがままの美しさで、
それはすでに素材に備わっているのだった。

それでも、なにか手を加えることで、見えてくるものがあるのではないかと、
素材のほうに近づいたり、遠ざかったりしながら、試行錯誤しているところです。
植物と、人と、モノとのおもしろい関係が見えてくることを期待して。(井上唯)

三橋登美栄のブログ「井上唯展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 堀田淳一展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-11-4 8:50:12 (590 ヒット)

堀田淳一展
2015.10.20(火)―11.1(日)　26(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

三橋登美栄のブログ「堀田淳一展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 英 ゆう展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-9-28 22:38:35 (598 ヒット)

英 ゆう展
yu hanabusa
ーソラカラキタルー

2015.10.6(火)―18(日)　12(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

..........................................................

展覧会タイトルの「ソラカラキタル」は
昨年生まれてきた我が子への思いが一つ、
そしてもう一つは出産後、絵を描こうとしたときに
これまで使ってきた洋顔料の色がどうしてもしっくりこなくて、
ふと手元に置いていた顔彩の絵具を使ってみると、
不思議なくらい易々と描けたという具合に、
自分以外の力が働いたかのような感覚であったという意味合いを込めています。
ずっと以前からアジアの色に意識を向けて絵を描いてきた中で、
使っている画材に対する悩みを抱えてきましたが、
それも自然に解けたようにも思います。
今後のことはわかりませんが、
今までとは違う方向に進みそうな可能性も感じています。 （英 ゆう）

三橋登美栄のブログ「英ゆう展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 野田凉美・和田 聡展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-9-1 14:56:10 (797 ヒット)

揺10周年記念シリーズ企画「RESONANCE」5
野田凉美・和田 聡展　

2015.9.22(火)～10.4(日) 月曜休廊
12:00～19:00
最終日 17:00まで

...............................................................

「共鳴：Resonance」のコメント

共鳴を拒んできたというより、
うまく共鳴できない私にとってこのテーマはとても新鮮です。
コラボレーションの相手に選んだのは、2006年ミラノサローネサテリテで
家具を一緒に発表した家具職人の和田聡さんです。
共鳴が増幅していくと全く異なる不快な共振つまりハウリングが起きますが、
私たちの共鳴は、親しくなくもなく親しくもなくの距離感を保ち
他の誰でもそこに参加できる隙があります。
住まいのようなこのギャラリー空間に大声は似合わないし
晴れがましいこともそぐわないと思うので、私たちは「微共鳴」します。（野田凉美）

モノ作りをする者は形を産み出す事で
言葉にできない表現、コミュニケーションを望んでいる。
野田さんの作品からは一見して受け取れる華やかさの裏側で、
丁寧に時間と心がかけられた手の温もりが感じられる。
労力を惜しまない、職人より職人的な作品に対する姿勢に僕は呼応したい。
形や素材、表現方法は違っても、
まずは作品作りの姿勢で共鳴したいと思う。（和田 聡）

野田凉美

和田 聡

三橋登美栄のブログ「野田凉美・和田聡展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 花岡伸宏・米増初音展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-8-15 21:56:48 (1260 ヒット)

揺10周年記念シリーズ企画「RESONANCE」4
花岡伸宏・米増初音展　－生活とかたちー　

2015.9.1(火)～13(日) 月曜休廊
12:00～19:00
最終日 17:00まで

...............................................................

もともと住居として利用されていた場所でもある空間からイメージされる「暮らし」、「生活」といった日常的なキーワードをテ
ーマとし、平面作品、立体作品、日用品などで展示を構成します。 (花岡伸宏)

花岡伸宏

米増初音

三橋登美栄のブログ「花岡伸宏・米増初音展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 衣川泰典展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-5-28 21:28:23 (1772 ヒット)

衣川泰典展
ースクラップブックのような絵画Ⅱー

2015.6.9(火)―21(日)　15(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

スクラップブックをつくるように断片的な風景をキャンバスに描いています。描かれた風景はみた事があるような風景にみえるか
もしれません。描かれた風景の断片が鑑賞者の中にある原風景と結びつき、それぞれの過去、現在について俯瞰的に見つめ直し、
想いを馳せるきっかけになればと思います。（衣川泰典）

三橋登美栄のブログ「衣川泰典展「スクラップブックのような絵画Ⅱ」（2015.6.9～21）を終えて」もご覧ください。

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : group87/75/66展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-5-18 22:49:54 (905 ヒット)

group87/75/66展
林 康夫　(陶)
中馬 泰文　(平面)
木村 秀樹　(立体・平面)
高橋 享　構成

2015.5.19(火)―31(日)　月曜休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

奇妙な名前のグループ展

　このギャラリー揺で昨年５月、今回と同じメンバーの３人展が開かれた。タイトルは「group86/74/65」だった。今度のタイ
トルは「group87/75/66」になった。二桁のそれぞれの数字が「１」ずつ増えたのだ。二桁の数字はそれぞれ出品作家の年齢
で、前回から一年経ったから「１」ずつ増えた。人はみな一年経てばトシの数字が「１」増える。
　あたりまえの数字を並べただけだが、グループ展のタイトルとしては奇異に感じられるかもしれない。こんな名称の美術展はこ
れまでに無かったから。あるいは奇をてらったと思われるかもしれない。だからわざとらしい奇ではない。ただ年齢という事実の
数字を並べただけだから。
　三つの二桁の数字は三人の作家がほぼ一世代ずつ離れていることを示している。展示された作品を目にしてそのことをかんじら
れるだろうか。年齢は人間のさまざまな活動の中で影響をもたらすだろう。影響がはっきり目に見えるのはスポーツである。世間
的にはまだまだ若いのに野球選手はOBになり力士は引退する。年寄りという名称になったりする。ところが美術の作家OBとか引
退とか聞くことはまずない。
　今回の三人の作家にとって、８７ ７５ ６６ は単なる数字の羅列であるということをご覧頂けると、この奇異なタイトルが生き
てくる。　　　　（高橋 享）

林 康夫

中馬泰文

木村秀樹

三橋登美栄のブログ「group87/75/66展（2015.5.19～31）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 前田朋子・国谷隆志展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-5-4 8:43:46 (791 ヒット)

揺10周年記念シリーズ企画「RESONANCE」3
前田朋子・国谷隆志展　

2015.5.5(火)～17(日) 月曜休廊
12:00～19:00
最終日 17:00まで

...............................................................

画面全体を覆い尽くすような色のひろがりのなか
表皮だけになった中身のないそれらは
持たないはずの湿気や温度を醸し出す
外気や変化する光の中で　呼吸をする様に（前田朋子）

展示空間として使用されている２つの部屋。
室内と外の庭としての内と外。
2点のMirror Siteというシリーズ作品と2点の赤いネオン管を使った作品を通して、場の構造を意識する作品構成（国谷隆志）

...............................................................

前田朋子

国谷隆志

三橋登美栄のブログ「前田朋子・国谷隆志展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 森口ゆたか・鷲津民子展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-4-10 22:36:05 (914 ヒット)

揺10周年記念シリーズ企画「RESONANCE」2
森口ゆたか　鷲津民子　ー心の痛みとその再生ー

2015.4.14(火)～26(日) 月曜休廊
12:00～19:00

...............................................................

ガラスの靴とはしばみの木
________________________________

心の痛みとその再生

　Resonance 2 の展覧会を依頼されて、
私達二人がどのように共鳴し合えるのかを、何度も話し合いました。
　その中で、二人の共通する関心事は、
私達がこれまでに経験してきた心の痛みについてでした。

二人にとって作品を作る行為は、傷ついてきた心を癒す行為でもありました。

　人は、どのような環境、境遇にあっても、生まれてきた限り、
生命の祝福を受けるべきだと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　森口ゆたか　　鷲津民子

...............................................................

森口ゆたか

鷲津民子

三橋登美栄のブログ「ガラスの靴とはしばみの木」展（鷲津民子・森口ゆたか）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 三橋登美栄 パブロ・エスカンデ展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-3-17 8:57:03 (742 ヒット)

揺10周年記念シリーズ企画「RESONANCE」1
三橋登美栄 パブロ・エスカンデ　ー響く色　描く音ー

2015.3.24(火)～4.5(日) 月曜休廊
12:00～19:00

...............................................................

2005年にオープンしたギャラリー揺は10周年記念シリーズ企画を9月まで5回に渡って開催します。今年は多彩なジャンルの作家
が共鳴し合うコラボレーション展です。
1回目は音楽と絵画の組み合わせで、会期中は三橋登美栄の絵画に囲まれた会場にパブロ・エスカンデのオリジナル曲が流れ、週
末にはパブロがハーモニウムを演奏します。
みなさんのご来廊をお待ちしています。　
...............................................................

三橋登美栄のブログ「三橋登美栄 ＆パブロ・エスカンデ展ー響く色 描く音(2015.3.24~4.5)を終えて 」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 平井秀展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2015-2-19 20:53:57 (1141 ヒット)

平井秀展
ー華の閣　Hana no Takadonoー

2015.3.3(火)―15(日)　9(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

この度ギャラリー揺にて初個展となる「華の閣 Hana no Takadono」展を開催いたします。私、平井秀は現在、京都精華大学院陶
芸領域の院生で2009年から陶芸を学び始めています。2010年に華道との出会いがあり、陶芸と華道、その２つの学びの中で多く
の価値、利、素材の魅力を学習し取り込みながら現在の制作を進めています。私の制作は陶芸の素材のもつ魅力を意図的に視覚に
訴えかけるように、色彩と形を作り出しています。赤土のきめ細やかな土肌、金属のような光沢や釉薬の濃淡による色彩の差異、
発泡してできたブク、釉面の煌めき。そんな陶土と釉薬による効果を模様として描くことで作品を構成しています。今展覧会では
花器をメインに展示し、花を生けていきます。数日ごとに花が入れ替わるので楽しみにしてもらえればと思います。(平井秀)

三橋登美栄のブログ「平井秀展(2015.3.3～15)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 釜本幸治展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-11-2 20:35:01 (1395 ヒット)

釜本幸治展
ーFloatingー

2014.11.4(火)―16(日)　10(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

一所にとどまることの出来ない、
漂流物のように漂い不安定に燃えている生を、
金属素材の持つ、硬さ、柔らかさ、輝き、
その柔軟な表情の中に見つけながら制作しています。(釜本幸治)

三橋登美栄のブログ「釜本幸治展（2014.11.4～16）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「在ルコト」その5　まつもとやすこ展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-10-12 21:56:26 (1174 ヒット)

揺シリーズ企画「在ルコト」その5
まつもとやすこ展ーかさねる かさなるー

2014.10.21(火)～11.2(日) 月曜休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

...............................................................

「在ルコト」　その５

かさねる
かさなる

意識はしていなくても
自身の意思で
毎日をかさねる

無意味に思えることでも
生きるためしつづける

知らないうちに
時間がかさなり日々が過ぎていく。

見え、聞こえ、感じ、考えることを
つみかさね、
つみかさなっていく　　　　　　　（まつもとやすこ）

三橋登美栄のブログ「まつもとやすこ展（2014.10.21～11.2）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 井出照子陶展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-9-14 9:35:10 (1069 ヒット)

井出照子陶展
ー森羅万象ー

2014.9.30(火)―10月12(日)　6(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

長い歴史を刻んできた地層の重なりや刻一刻と変化する風紋や水紋など自然の造形美に魅かれます。
地球誕生からの年月を思う時、ほんの一瞬の自分という存在の不思議を思い日々制作しております。　（井出照子）

三橋登美栄のブログ「井出照子陶展（2014.9.30～10.12）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「在ルコト」その4　福田真知展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-8-11 23:03:22 (1201 ヒット)

揺シリーズ企画「在ルコト」その4
福田真知展ーゆらぎのゆらぎー

2014.9.2(火)～14(日) 月曜休廊
12:00～19:00 [7(日)は21:00まで 最終日は17:00まで]

...............................................................

2014.9.7　18:00～20:00
「timelake02　プレビュー上映会＆トーク」
2015年3月に開催されるtimelake_時間の湖_展
参加作家の過去作・実験作などをプレ上映
揺にゆかりのある三人
林勇気・福田真知・吉田周平によるトーク
詳しくはtimelake.jp
...............................................................

畳でのんびりしていると、
鳥がやってきたり、
雲が蔭ったり、
蚊に刺されたり、
いい感じだから、
つい庭ばかりみてしまう。

葉が広がり落ちるまでに、
グラスについた水滴が落ちて乾くまでに、
どれだけのことが起こっているのだろう。　　　　(福田真知)

展覧会を終えて
「静かなアトラクション」
2012年に展示のお誘いを頂いてから、とうとう展覧会が終わってしまいました。
今回の展示ではメインを作らないということを気にしながら作っていたように思います。
混ぜ合わせる。

言葉に置き換えずに覚えるという癖が自分にはあるようで、
あの時のあの感じ、としか言いようがないような
言葉にならない（置き換えることのできない）ことが多いなと思っています。

その感覚でしかないものを、定着させていくことは難しく、人に伝えるためには密度を高める必要があるようです。

縁側に木漏れ日が落ち、その影は、フラットに室内に続き、映像と重なり合ったりしました。
夕方を過ぎると、プロジェクターの光が、太陽に勝ちます。
また、夕日がプロジェクターの光のようにもみえてきました。
光をみるような展覧会だったと思います。　　　　(福田真知)

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 山極千真沙展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-6-7 21:43:21 (5445 ヒット)

山極千真沙展
ー風景のある家ー

2014.6.10(火)―22(日)　16（月）休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

風景のある家

どこか懐かしく侘しい、そして焼き物らしいものを作りたいと思いながら、山や人、家などをモチーフに陶の置物やうつわを制作
しています。

初個展となる今回は、揺さんの住空間的な展示スペースに作品が並ぶことで、さまざまな景色を作り出せればという思いから「風
景のある家」というタイトルをつけました。

ぽっかり浮かぶ山、淋しく佇む家。一つ一つに、そしてそれらの連なりの中に現れてくる風景を、楽しんでいただければと思いま
す。　(山極千真沙)

三橋登美栄のブログ「山極千真沙展「風景のある家」（2014.6.10～22）を終えて」もご覧ください
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